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理工学部の魅力を知りたいあなたの味方！！ 私たちが聞きました！

工学部　マテリアル工学科3年　佐藤　柚香さん（左）　　
工学部　マテリアル工学科3年　佐藤　愛里沙さん（右）
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岩手大学工学GIRLS
　「男の子が多い工学部でも女の子が快適に過ごせる環境を作りたい！」「工学部の女
子学生を増やしたい！」
　平成22年、熱い志を抱く工学部の女子学生が集結して結成した組織が、岩手大学工
学GIRLSです。今年で7年目となる工学GIRLSのメンバーは現在24名。女子高校生を対
象としたオープンキャンパスでの「女子相談会」、小学校や商業施設、科学館での「サイ
エンス教室」、高校に赴いての「相談会」など、工学GIRLSは引く手あまた。女子目線な
らではの進路相談や、液体窒素を使った実験、ソーラーカーの作製などを通し、「理工
学部の魅力」、そして「科学の楽し
さ」を多くの人に伝えています。
　工学GIRLSの活動はこれだけに
とどまらず、学部内のパウダールー
ムやトイレの衛生用品販売機設置
を提案し、実現させるなど、女子学
生が快適に過ごせる環境作りにも
力を入れています。
　岩手大学の誇りである『工学
GIRLS』。今後も彼女たちの活躍に
目が離せません！

志高き！岩手大学工学GIRLS！

　科学の楽しさをたくさんの人に伝えるために、さまざまな活動を
しています。
　たとえば、小さい子供たちを対象としての科学教室や、高校生の
女子を対象にしたオープンキャンパスでの相談会を行っています。

どのような活動をしているか教えてください！
　理系に進学を目指している女の子は、オープンキャンパスの相談会に気軽に来てく
ださい！そこで理工学の魅力を伝えたいと思います！「まだどの大学に行くのか迷っ
ている！」というような場合にも相談してみてください。
　ぜひ、岩手大学で好きな分野を学びつつ、奥深い理工学の魅力を一緒に発信しま
しょう！

大学進学を目指す皆さんへ、メッセージをお願いします！

　とにかく自分が楽しむことですね。そうじゃないと楽しさが伝わ
らないので。また、答えを与えるのではなく、ぜひそれを自分の力で
解決したいと思ってもらえるようにしています。
　あと、特にサイエンス教室では、子供たちが参加者なので安全に
気を付けています。

　サイエンス教室は自分の専門として「やってきたこと」や「やりた
いこと」に近いので、そのような活動に参加できることがやりがい
です。
　参加した子供たちが「楽しかった」、「ためになった」と言ってく
れるとやってよかったと思います。

様々な活動で、心がけていることは何ですか？

活動にやりがいを感じるのはどんな時ですか？

Q
▲サイエンス教室での液体窒素の実験

　平成29年10月21日（土）に開催されるオープンキャンパスで、工学GIRLSによる女子高
校生向けの女子相談会が実施されます。場所は理工学部1号館1階エントランスホールで
す。女子相談会では、大学生活や受験に向けての悩みなどの相談をすることができます。
参加しないとわからない理工学部の魅力を味わいに、ぜひお越しください！

広報室
学生スタッフ

■総合科学研究科農学専攻１年　一守　佳奈子（左）
■人文社会科学部3年　髙梨　翔太（右）
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「
農
業
を
成
長
産
業
に
す
る
実
践
農
業
経
営
学
を
目
指
し
て
」

　
岩
手
県
を
は
じ
め
と
す
る
東
北
地
方
や
北
海
道
で

は
、
農
業
が
重
要
な
地
域
産
業
で
す
。
農
業
は
衰
退

産
業
と
い
わ
れ
て
き
た
一
方
で
、
近
年
で
は
成
長
産

業
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
農
業
生

産
技
術
だ
け
で
な
く
、
農
業
の
経
営
（
ビ
ジ
ネ
ス
）

的
側
面
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
以
下

で
は
、
私
の
研
究
の
特
色
に
つ
い
て
、
研
究
室
の
歴

史
も
踏
ま
え
な
が
ら
紹
介
い
た
し
ま
す
。

当
研
究
室
の
は
じ
ま
り

　
現
在
、
当
研
究
室
は
農
学
部
食
料
生
産
環
境
学
科

に
属
し
て
、
農
業
経
営
・
経
済
学
分
野
の
教
育
・
研

究
を
担
い
、
佐
藤
和
憲
教
授
と
と
も
に
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
研
究
室
の
は
じ
ま
り
は
、
本
学
農
学
部
の

前
身
で
あ
る
盛
岡
高
等
農
林
学
校
が
創
設
さ
れ
た
時

代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
同
校
が
設
立
さ
れ
て

間
も
な
く
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
頃
に
農
業

経
済
学
系
の
初
代
教
授
と
し
て
伊
藤
清
藏
先
生
が
着

任
し
ま
し
た
。
伊
藤
先
生
は
、
日
本
で
初
め
て
農
業

経
営
学
の
専
門
書
『
農
業
經
營
學
』
を
公
刊
し
、
附

属
の
経
済
農
場
の
責
任
者
も
務
め
ま
し
た
。
ま
た
、

後
に
南
米
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
渡
り
、
八
、〇
〇
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
大
牧
場
を
実
際
に
経
営
し
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
（
海
妻
矩
彦
「
伊
藤
清
蔵
の
生
涯
」
岩
手

県
立
博
物
館
だ
よ
り
、
№
一
〇
五
、二
〇
〇
五
年
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
当
研
究
室
は
わ
が
国
に
お
け
る
農

業
経
営
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存
在
で
あ
っ
た
と
と
も

に
、
学
問
の
実
践
性
を
重
ん
じ
る
理
念
が
あ
っ
た
と

考
え
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
ち
な
み
に
〝
農
学
〟

と
は
広
辞
苑
に
よ
れ
ば
、「
農
業
上
の
生
産
技
術
と

経・

・済
と
の
原
理
お
よ
び
応
用
を
研
究
す
る
学
問
」（
ル

ビ
は
筆
者
）
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
自
然
科
学
系
が
中

心
で
あ
る
農
学
部
の
中
に
、
社
会
科
学
で
あ
る
農
業
経

営
・
経
済
学
分
野
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
は
、
農
学
と
い

う
学
問
体
系
上
、
明
ら
か
な
こ
と
で
す
。

研
究
の
概
要 

　
私
の
研
究
テ
ー
マ
は
大
ま
か
に
い
っ
て
二
つ
あ
り
、

①
農
業
経
営
の
成
長
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
理
論

的
・
実
践
的
研
究
、
②
農
業
環
境
政
策
の
制
度
設
計
で

す
。
こ
れ
ら
二
つ
は
互
い
に
異
な
る
研
究
領
域
に
見
え

ま
す
が
、
農
業
の
産
業
競
争
力
（
経
済
効
率
性
）
と
農

村
環
境
資
源
の
保
全
（
環
境
持
続
性
）
が
日
本
農
業
の

二
大
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
ど
ち
ら
の
テ
ー

マ
も
重
要
で
あ
り
、
複
眼
的
に
双
方
を
研
究
す
る
こ
と

は
、
現
実
の
農
業
問
題
に
対
処
す
る
の
に
有
効
な
姿
勢

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
農
業
が
抱

え
る
諸
課
題
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
幅
広
い
研
究

を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
特
色
で
す
。

　
と
り
わ
け
、
一
つ
目
の
テ
ー
マ
で
あ
る
農
業
経
営
の

成
長
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
理
論
的
・
実
践
的
研
究

に
つ
い
て
は
、
先
代
教
授
で
あ
る
木
村
伸
男
先
生
が
手

が
け
た
長
年
の
研
究
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
木
村
先
生
は
、
農
業
経
営
の
企
業
化
と
農
業
者
の

経
営
者
と
し
て
の
自
己
革
新
が
日
本
農
業
の
成
長
に
必

要
不
可
欠
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
主
張
の

普
遍
性
を
時
代
的
・
国
際
的
な
観
点
か
ら
拡
張
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

農
業
経
営
力
の
国
際
比
較
分
析

　
こ
こ
で
、
最
近
の
研
究
成
果
の
一
例
を
紹
介
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
T
P
P
）

を
め
ぐ
っ
て
議
論
さ
れ
た
よ
う
に
、
農
業
の
国
際
競
争

力
、
と
り
わ
け
日
本
農
業
の
中
心
で
あ
る
稲
作
の
経
営

力
強
化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
農

業
の
現
状
を
経
営
力
の
観
点
か
ら
把
握
す
る
た
め
、
日

本
の
主
要
な
稲
作
経
営
体
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
稲
作

農
場
を
対
象
に
し
て
、
共
通
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
国
際
比
較
を
行
い
ま
し
た
。

　
日
本
と
比
べ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
経
営
規
模

が
格
段
に
大
き
い
た
め
に
栽
培
費
用
が
小
さ
く
、
低
価

格
な
農
産
物
を
生
産
で
き
る
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な

い
こ
と
で
す
が
、
私
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
農
業
経
営

の
目
的
や
農
業
経
営
者
の
能
力
で
も
明
確
な
違
い
が
浮

き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
（
図
1
）。
日
本
よ
り
も
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
稲
作
経
営
の
ほ
う
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
志
向

が
強
く
、
経
営
者
と
し
て
の
能
力
も
圧
倒
的
に
勝
っ
て

い
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
今
、
国
は
稲
作
の
大
規
模
化
に

よ
っ
て
国
際
競
争
に
耐
え
よ
う
と
政
策
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
や
は
り
、
農
業
経
営
の
企
業
化
と
農
業
者
の
経

営
者
と
し
て
の
自
己
革
新
が
重
大
な
課
題
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

実
践
農
業
経
営
学
の
構
築

　
こ
う
し
た
比
較
分
析
は
、
研
究
と
し
て
は
単
純
す
ぎ

る
と
の
評
価
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
は

実
際
の
農
業
者
か
ら
は
理
解
と
共
感
が
得
ら
れ
や
す
い

と
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
将
来
に
向
け
て

悩
ん
で
い
る
農
業
者
に
と
っ
て
、
具
体
的
に
わ
か
り
や

す
く
経
営
改
善
の
方
向
を
示
し
て
く
れ
る
よ
う
な
研
究

成
果
は
、
実
践
性
が
強
く
求
め
ら
れ
る
農
業
経
営
学
と

し
て
重
要
で
す
。
昨
年
、
研
究
成
果
を
織
り
込
み
な
が

ら
、
農
業
者
や
農
業
を
経
営
指
導
す
る
立
場
の
方
に
わ

か
り
や
す
く

伝
え
る
た
め

に
教
科
書
『
農

業
経
営
概
論
』

を
公
刊
し
ま

し
た
（
写
真

2
）。
全
国
の

農
業
高
校
や

農
業
大
学
校

で
広
く
読
ま

れ
、
さ
ら
に

は
本
学
の
授

業
で
も
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
、
国
際
競
争
、
高
度
な
技
術
進
歩
、
規
制

緩
和
な
ど
農
業
の
経
営
環
境
は
激
変
し
て
い
ま
す
。
農

業
を
地
域
の
成
長
産
業
に
す
る
べ
く
、
本
学
な
ら
で
は

の
実
践
農
業
経
営
学
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
伝
統
的
に
学
問
の
実
践
性
を
重
視
す
る
研
究
室
で

あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
、
農
業
経
営
学
と
い
う
「
学

問
」
と
「（
農
業
経
営
）
教
育
」
と
を
一
体
化
す
る
と

い
う
姿
勢
を
も
っ
て
、
時
代
に
合
っ
た
新
し
い
学
問
を

追
求
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農学部　食料生産環境学科

准教授 木下　幸雄

写真 1　国際農業経営学会にて研究発表
（エジンバラ大学）

写真 2　農業経営学に関する
日本初の専門書と最新の教科書

図 1　稲作における農業経営力の国際比較

❶

❷

（経営目的・志向） （経営者能力）

❸

❹
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サ
ー
ク
ル
紹
介

CAMPUS  LIFE

サ
ー
ク
ル
紹
介

　こんにちは、学生スタッフの田代です。盛岡にもいよいよ
夏がきましたね。
　８日土曜日の盛岡の最高気温は34度でしたが、ぎらぎら
と照り付ける太陽と青空のもと、中央食堂前にずらりと並ぶ
屋台の数々を発見！
　その正体は、岩手大学留学生会と学生サークル「サークル
U」などが中心になって行われた「世界の屋台村・留学生と
市民のガーデンパーティー」。中国、韓国、台湾、モンゴル、
ベトナム、タイなどおよそ10の国と地域が屋台を出店しま
した。
　おいしい料理ももちろんですが、たくさんの人で賑わい、
屋台を出店した学生、そして来場者のみなさんのきらきらし
た笑顔がとても印象的でした。
　私はロシアとタイの屋台に行ったのですが、なんと学生
スタッフとしてのミッションを忘れて食べるのに夢中にな

り、写真を撮り忘
れてしまいました
…。当日はアトラ
クションも行われ
ましたが残念なが
ら見ることができ
なかったので、ぜ
ひ来年も開催して
ほしいです！

しばらく地下活動をしてきたメンバーが、2016年、ようやく
事務所を構えて活動を開始！自慢の嗅覚や俊敏さを活かしてお
もしろいことを探し、おはなしを聞きに行く「ふむふむ部門（取
材担当）」と、得意の語学で文章の翻訳を行う「もじもじ部門（翻
訳担当）」の２つの部門に分かれ、仕事に励みます。

ふむふむ部門とは、岩手大学広報室で記事作
成を行う学生スタッフの名称です。私達の仕事はFacebookや岩手
大学広報誌の記事作成です。記事はスタッフがそれぞれ、岩手大学
に関するテーマを決めます。これまでのテーマには、学食のメニュー
やイベントの紹介など様々なものがあり、スタッフの個性がでてい
ます。過去の記事は岩手大学のFacebookから閲覧できますので、
ぜひご覧ください！！広報誌の記事作成はペアで行い、サークル紹
介コーナーや1面の取材を行います。さらに、今回から学生スタッ
フのコーナーもできましたので、ぜひ楽しみにしていてください！

もじもじ部門のスタッフは、岩手大学のホー
ムページで更新されているニュース、イベントのお知らせなどを日
本語から英語に翻訳し、より多くの方に記事を読んでいただけるよ
うにしています。一人あたり月2回、スタッフ２名ずつで協力して
活動をしています。日本語版の1週間分の記事を要約し、英語版で
は1つの記事にしています。翻訳された記事は、英語版のホームペー
ジのNews & Eventに掲載しています。スタッフが翻訳した記事を
読んでみてくだ
さい！また、英訳
したニュースは大
学公式Facebook
にも掲載していま
す。こちらも是非
ご覧ください！

う
た
ご
え
サ
ー
ク
ル

卓
球
部

　
　
う
た
ご
え
サ
ー
ク
ル
は
ど
ん
な
サ
ー
ク
ル
？

野
田
:
主
に
月
1
回
の
サ
ー
ク
ル
内
の
定
期
ラ
イ
ブ
と
不
来
方

祭
に
向
け
て
、
バ
ン
ド
毎
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー

に
よ
っ
て
は
外
部
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
他
大
学
の
バ

ン
ト
と
交
流
を
も
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
　 

入
部
の
き
っ
か
け
は
？

森
山
…
大
学
か
ら
音
楽
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
1

年
生
の
と
き
に
見
た
サ
ー
ク
ル
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
演

奏
と
、
女
子
部
員
が
多
い
こ
と
が
決
め
手
で
し
た
。

上
村
:
高
校
生
の
と
き
に
観
た
、
ド
ラ
ム
演
奏
の
動
画
が
き
っ

か
け
で
、
自
分
も
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
う
た

ご
え
サ
ー
ク
ル
は
「
初
心
者
も
大
歓
迎
」
だ
っ
た
の
で
こ
こ
に

決
め
ま
し
た
。

田
中
:
私
が
入
部
し
た
の
は
同
期
よ
り
も
少
し
遅
か
っ
た
の
で

す
が
、
友
人
が
多
く
所
属
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
こ
の
サ
ー

ク
ル
を
選
び
ま
し
た
。

　
　
卓
球
部
っ
て
ど
ん
な
サ
ー
ク
ル
？

金
子
:
部
と
し
て
は
東
北
学
生
卓
球
連
盟
春
・
秋
季
リ
ー
グ
戦

で
上
位
入
賞
を
す
る
こ
と
、
イ
ン
カ
レ
に
出
場
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
　 

入
部
の
き
っ
か
け
は
？

金
子
:
中
学
、
高
校
と
卓
球
を
や
っ
て
お
り
、
大
学
入
学
後
も

何
か
活
動
を
し
た
い
と
思
っ
た
と
き
に
卓
球
し
か
な
い
と
思
っ

て
入
部
し
ま
し
た
。

金
:
中
学
か
ら
卓
球
を
始
め
て
、高
校
で
も
続
け
て
い
ま
し
た
。

自
分
自
身
卓
球
が
好
き
な
の
で
、大
学
で
も
続
け
た
い
と
思
い
、

入
部
し
ま
し
た
。

岩
下
:
高
校
の
時
に
岩
手
大
学
卓
球
部
の
先
輩
か
ら
指
導
を
し

て
い
た
だ
く
な
ど
お
世
話
に
な
り
、
岩
手
大
学
入
学
後
も
卓
球

部
の
環
境
や
雰
囲
気
が
い
い
な
と
思
い
、
入
部
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　
　

  

普
段
は
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

金
子
:
平
日
は
16
時
30
分
か
ら
21
時
ま
で
、
休
日
は
9
時
か
ら

12
時
ま
で
、
岩
手
大
学
第
一
体
育
館
で
各
々
予
定
を
合
わ
せ
な

野
田
:
も
と
も
と
バ
ン
ド
系
の
サ
ー
ク
ル
に
入
部
し
よ
う
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
一
番
和
や
か
な
雰
囲
気
だ
っ
た
の
が

う
た
ご
え
サ
ー
ク
ル
で
し
た
。そ
こ
が
好
き
で
入
部
し
ま
し
た
。

　
　

   

ほ
か
の
バ
ン
ド
系
の
音
楽
サ
ー
ク
ル
と
の
違
い
と
魅
力
を

教
え
て
く
だ
さ
い
！

森
山
…
実
は
う
た
ご
え
サ
ー
ク
ル
に
だ
け
「
弾
き
語
り
」
が
あ

る
ん
で
す
。

田
中
:
あ
と
は
ロ
ッ
ク
の
ほ
か
に
も
、
ポ
ッ
プ
ス
、
ア
イ
ド
ル

な
ど
何
で
も
で
き
る
の
が
魅
力
で
す
ね
。

野
田
:
バ
ン
ド
好
き
な
人
が
集
ま
る
と
い
う
よ
り
、
音
楽
が
好

き
な
人
が
集
ま
る
サ
ー
ク
ル
だ
と
思
い
ま
す
。　
　

 

今
後
、

　
「
う
た
ご
え
サ
ー
ク
ル

は
や
り
た
い
こ
と
が
自
由

に
で
き
る
場
所
」
と
い
う

野
田
部
長
の
言
葉
に
う
な

ず
く
み
な
さ
ん
。
今
回
の

取
材
で
、
自
分
が
好
き
な

ス
タ
イ
ル
で
、
色
と
り
ど

り
の
う
た
ご
え
を
届
け
て

い
る
姿
が
浮
か
び
上
が
っ

て
き
ま
し
た
。

が
ら
そ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

 

卓
球
の
魅
力
と
は
？

金
子
:
卓
球
の
一
番
の
魅
力
は
ラ
リ
ー
が
続
く
と
面
白
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
岩
手
大
学
卓
球
部
は
、
他
大
学
と
の
交
流
も

あ
り
、
行
事
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
み
ん
な
で
盛
り
上
が
れ

る
こ
と
が
魅
力
で
す
。

金
:
卓
球
は
最
近
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
、
実
際
や
っ
て
み
て
も
、
コ
ー
ス
の
駆
け
引
き
な
ど
難
し
さ

が
あ
っ
て
面
白
い
で
す
。

岩
下
:
卓
球
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
１
つ
で
、
運
動
の
得
意
不
得

意
に
関
わ
ら
ず
気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
岩
手
大
学
の

卓
球
部
は
、
個
性
豊
か
な
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
て
、
毎
日
活

動
し
て
い
て
も
飽
き
な
い
と
こ
ろ
が
魅
力
で
す
。　

　

卓
球
は
、
個
人
も
し
く
は
少

人
数
で
黙
々
と
練
習
し
て
い
る

印
象
で
し
た
が
、
今
回
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
、「
岩
手
大

学
卓
球
部
」
と
い
う
１
つ
の

チ
ー
ム
で
互
い
を
高
め
合
い
な

が
ら
活
動
し
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。
卓
球
は
、
誰
で
も
一
度

は
見
た
こ
と
の
あ
る
身
近
な
ス

ポ
ー
ツ
だ
と
思
う
の
で
、
こ
れ

か
ら
の
活
躍
を
応
援
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
！

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

部　
長	

教
育
学
部　
　
２
年　
野
田　
康
太				（
岩
手
県
立
大
船
渡
高
校
出
身
）

副
部
長	

理
工
学
部　
　
２
年　
上
村　
俊
成				（
北
海
道
旭
川
北
高
校
出
身
）　

	

教
育
学
部　
　
２
年　
森
山　
香
純				（
岩
手
県
立
花
巻
北
高
校
出
身
）

	

農
学
部　
　
　
３
年　
田
中　
ゆ
う
こ	（
青
森
県
立
青
森
高
校
出
身
）

取
材
に
ご
協
力
頂
い
た
皆
さ
ん

部　
長	

工
学
部
３
年　
金
子　
慎
也

	
	（

秋
田
県
立
本
荘
高
校
出
身
）

　
　

	
�

教
育
学
部
２
年　
岩
下　
菜
美　

��

（
岩
手
県
立
盛
岡
第
四
高
校
出
身
）

　
　

	
�

理
工
学
部
１
年　
金　
健
大　

��

（
岩
手
県
立
一
関
第
一
高
校
出
身
）

　

岩
手
大
学
に

は
バ
ン
ド
系
の

音
楽
サ
ー
ク
ル

が
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
が
、
そ

の
な
か
で
も
今

回
取
り
上
げ
る

の
は
「
う
た
ご

え
サ
ー
ク
ル
」。

そ
の
活
動
に
つ

い
て
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　

今
や
日
本
の
卓

球
は
世
界
で
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
と
な

り
、
日
本
を
盛
り

上
げ
る
ス
ポ
ー
ツ

の
１
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は

岩
手
大
学
の
卓
球

部
が
ど
の
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
る

の
か
伺
っ
て
来
ま

し
た
。

（左から）取材に協力してくれた
森山さん、上村さん、野田さん、田中さん

（左から）取材に協力してくれた
岩下さん、金子さん、金さん

ライブでの演奏

練習中の様子

インタビューしました！
広報室学生スタッフ

■人文社会科学部 3年
　田代　華奈子
■農学部１年
　川戸　菜摘

コーナー担当　■人文社会科学部３年　浅沼　希水　■農学部１年　米田　莉子

岩手大学公式Facebookに掲載している学生取材記事より、
反響の大きかった記事を紹介します！

「7月8日　留学生と市民のガーデンパーティー」

ふむふむ部門

もじもじ部門

昨年より始動した学生による広報活動について、この度、名
称を「広報第９事務所」とすることに決定！メン
バーの田代さんのアイディアで、宮沢賢治の「猫
の事務所」という物語がモチーフとなっています。

広報第9事務所通信



4

検察官

第 35回

Hi! こちら岩手大学　 vol.38
岩手大学広報室広報誌専門部会

2017年10月　発行
〒020-8550　盛岡市上田三丁目18-8

電話		019-621-6015　FAX		019-621-6014
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本誌へのご意見・ご感想をおまちしております。

編集後記
　2017年も残り少なくなってきました。暗いニュー
スもたくさんありましたが、スポーツクライミングの
伊藤ふたば選手の活躍など、岩手からの明るいニュー
スもたくさんありました。
　盛岡大附属高校が甲子園ベスト 8まで行ったこと
もあり、来年の甲子園が今から楽しみです。
　また、私は大谷翔平選手のファンなので、彼の「メ
ジャー挑戦」も楽しみです。
　佐藤洸彬君が平昌オリンピックに出場出来るよう応
援していきたいと思います。

岩手大学イーハトーヴ基金のご案内

岩手大学公式ソーシャルメディアのご案内

38VOl.
OCTOBER
2 0 1 7. 1 0

岩手大学は、多くの皆様からご協力いただいた「岩手大学学生支援基金」
「岩手大学被災学生支援募金」等を引き継ぎ、「岩手大学イーハトーヴ基金」
を創設しました。本基金は、本学の教育研究や学生支援を幅広く展開する
ことを目的とした「一般基金」と、東日本大震災により被害に遭った学生
たちへの修学支援など、使途を特定した「特定基金」で構成されます。

最新の特定基金情報、寄附の申込・払込方法については、
お手数ですが、イーハトーヴ基金ホームページをご覧くだ
さい。
岩手大学イーハトーヴ基金ホームページ：
http://www.iwate-u.ac.jp/ihatovkikin/

【お問い合わせ】岩手大学総務部総務広報課（平日午前9時～午後5時）
	 〒020-8550　盛岡市上田3-18-8
	 TEL：019-621-6006　FAX：019-621-6014

岩手大学では、下記の期間中、教養教育科目を一般公開いたします。この
機会にぜひ岩手大学へお越しいただき、授業をご参観ください。
日　　時：11月6日（月）〜 11月10日（金）
受付時間：8：30〜 17：00
対　　象：一般市民（制約はありません）

岩手大学公式Facebook、YouTube、学長Twitter
を更新中！ Facebookには、広報室学生スタッフが
取材した記事も掲載しています。ぜひ覗いてみてく
ださい。

岩手大学公式Facebook：
https://www.facebook.com/iwate.u

岩手大学公式YouTubeチャンネル：
https://www.youtube.com/channel/
UC8ua2BprbPkSvGSMYwK1aOA

岩渕学長Twitter：
https://twitter.com/iwate_u_ai2016

参 観 料：無料
＊事前の申し込みは不要です。当日ご参観前に学生セ
ンターA棟1階エントランスホールの受付にお立ち寄
りください。講義室のご案内・見学者用名札等をお渡
しします。
【お問い合わせ】教育推進機構　TEL：019-621-6554
　　　　　　　		E-mail:uec@iwate-u.ac.jp

大学院獣医学研究科共同獣医学専攻（博士課程）を設置します

教育学部4年佐藤  洸彬さん、フィギュアスケートNHK杯へ!

「ガンダイニング」が今年も放送開始!

　岩手大学と東京農工大学は、両大学で設置している共同獣医学科で掲げた共通の
教育理念「人類と動物の健康と福祉に貢献する」を更に進化・発展させるとともに、
首都圏を含む東日本地域におけるさまざまな獣医学的課題を解決できる、高度獣医
学教育研究拠点として共同獣医学専攻を設置します。
入学定員:5名（岩手大学）　入学時期:平成30年4月

　教育学部4年の佐藤洸彬さんが、フィギュアスケートのグランプリシリーズ、
2017 NHK杯国際フィギュアスケート競技大会　男子シングルに出場することが
決定しました。
期日 : 2017年11月10日（金）〜 11月12日（日）
会場 : 大阪市中央体育館（大阪府大阪市港区田中3-1-40）
　佐藤さんから抱負コメントが届いています!

「いつも多くのご声援をいただい
ていることに感謝申し上げます。
グランプリシリーズ2017日本大
会（NHK杯2017）の日本代表選
手に選出されました。大会に向
け、ジャンプ（トリプルアクセル、
4回転サルコウとトウループ）の
精度を上げるとともに、音楽に
乗った軽快な演技をしたいと練
習を重ねています。来年2月に韓
国で開催されます「平昌五輪大
会」出場が最大の目標です。ハー
ドな日程を乗り越え、オリンピッ
ク出場を果たしたいと考えてお
ります。引き続きご声援方よろ
しくお願い申し上げます。」

　岩手大学を紹介するテレビ番組、「ガンダイニング」の放送が今年も始まりました。
10月から12月にかけ、岩手大学の様々な活動や魅力にスポットを当て、学生生活・
研究・地域貢献や東日本大震災からの復興への
取組などの情報を、地域の皆様に発信していき
ます。
放送日 : 10月3日スタート
　　　　毎週火曜日18:55 〜 18:58放送
　　　　（再放送24:55 〜 24:58）
　　　　IBC岩手放送（TBS系列）
　岩手県在住の方以外にもご覧いただけるよう
に、後日公式YouTubeに動画を掲載します。

Q1　在学当時の思い出をお聞かせください。
　4年間の学生生活の中で一番思い出に残っている場所は中央食堂で
す。授業終わりに友人と一緒に勉強したり、ゼミの打ち合わせをした
りしていたのはもちろんですが、友人との待ち合わせ場所に中央食堂
をよく使っていて、友人と一緒に飯を食べたり、話をしたりして、笑
いながら過ごす時間が大学生活で一番多かったと思います。在学当時
に中央食堂で友人と過ごした時間は、今でも忘れられない大切な思い
出です。

Q2　�現在のお仕事に就かれたきっかけはどのようなことですか。

　中学生の頃にテレビドラマで弁護士や検事の仕事に興味を持ったこ
とが始まりですが、法律家の道に進もうと思ったのは、在学当時に所
属していた刑法ゼミの内田浩先生からの励ましがあったからです。裁
判官・検事・弁護士になるためには法科大学院を卒業するなどして司
法試験に合格しなければならないのですが、当時、内田先生から「三
浦君なら法科大学院でもやっていける!!」と励ましの言葉をいただけ
たことで、法科大学院へ進学する決心がつきました。振り返ってみる
と、あのとき内田先生からの励ましがなければ今の自分はなかったと
思います。その後、法科大学院での授業や司法修習を通じて、検事の
仕事に魅力を感じ、検事への任官を希望することにしました。

Q3　仕事のやりがいや今後の目標をお聞かせください。

　検事は、被害者はもちろん、犯人も含めて様々な人から話を聞くこ
とができます。そして、集まった様々な証拠を基に、犯人に二度と犯
罪を繰り返させないようにするためにはどのような処分が適切なのか
ということを、自分なりに考えることができるのが検事の仕事のやり
がいだと思っています。今後も、このことを忘れずに、検事の仕事を
続けていきたいと思います。
　
Q4　後輩となる岩大生へメッセージをお願いします。

　4年間の大学生活の中で学んだことや友人・先生方らとの出会いは
一生モノだと思います。充実した大学生活を送ってください!!

三
み

浦
う ら

　孝
こ う

司
じ

さん

北海道函館市出身
平成21年3月　人文社会科学部
法学・経済課程　卒業
和歌山地方検察庁　検察官検事

平成 29年度後期授業公開のお知らせ

レポーターの木村さん（左）と佐藤さん（右）


